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②日本のバイオーム

③獲得免疫のしくみ

③生態系の保全と重要性

４章　生物の多様性と生態系

１節　生態系とその成り立ち

［思］身のまわりの生態系を例にとり，その共通性と多様性に
ついて認識することができたか。
［知］写真データをもとに二次遷移の過程を考察することがで
きたか。
［知］生態系の定義について理解できたか。

［態］世界と日本の植生について興味を持つことができたか。
［知］暖かさの指数の算出方法について理解できたか。
［知］バイオームの定義について理解できたか。

［態］自然環境の保全について関心を持つことができたか。
［思］物質の循環とエネルギーの移動について説明することが
できたか。
［知］ダンゴムシの観察を通じて，分解者の存在と役割につい
て理解できたか。
［知］炭素の循環とエネルギーの流れについて理解できたか。

①生態系の多様性

②自然免疫のしくみ

・確認テスト

・レポート

・授業観察

・考査

　 ④内分泌系と自律神経による調節

①生体防御と免疫

［態］身のまわりの生物について関心を持つことがで
きたか。
［思］生物が共通に持つ特徴について考察し，それら
をまとめ，発表することができたか。
［知］顕微鏡を正しく操作することができたか。
［知］細胞小器官の名称とはたらきを知ることができ
たか。

［思］細胞を構成する物質を学ぶことで，生物の共通
性について考察することができたか。
［知］実験器具を正しく用いて，安全に留意しながら
実験を行うことができたか。
［知］代謝とエネルギーの関係を理解し，そこでのＡＴ
Ｐのはたらきについて知ることができたか。

③光合成

学習内容
学
期

単元（題材）

２節　細胞とエネルギー

２章　遺伝子とその働き

１節  遺伝情報とＤＮＡ

［態］遺伝子とは何かということについて関心を持つことができた
か。
［思］ＤＮＡの構造を学ぶことで，ＤＮＡのどの部分が遺伝情報となっ
ているのかを考察することができたか。
［技］身近な生物の細胞からＤＮＡを抽出することができたか。
［知］ＤＮＡの存在場所や構造について知ることができたか。
［態］体細胞分裂においてＤＮＡがどのように配分されるかについて
関心を持つことができたか。
［思］体細胞分裂の各時期の特徴について，言葉で説明することが
できたか，また図示することができたか。
［知］固定・解離・染u色の手順に沿って正しくプレパラートを作成す
ることができた。
［知］細胞分裂過程を染色体の動きを中心に理解sることができた
か。
［態］ＤＮＡのはたらきについて関心を持つことができたか。
［思］ＤＮＡの遺伝情報をもとにタンパク質が合成されるまでの過程
を説明できるようになったか。
［知］だ腺染色体に見られる特徴を観察することができたか。
［知］ＤＮＡの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程を理解
することができたか。

評価の観点 科目の評価の観点の趣旨

　生物や生物現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。
　日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象について関心をもち，意欲的に探究しようとするとともに，生物の
共通性と多様性を意識するなど，科学的な見方や考え方を身に付けている。

教科名

学
習
評
価

※定期考査については、上記の観点それぞれについて学習内容に応じて適切に配分しています。

学
習
目
標

・中学校理科との関連を考慮しながら，生物学の基本的な概念の形成を図るとともに，生物学的に探究する方法の習得を通して，科学的な思考力，
　判断力及び表現力を育成する。

・学習活動と関連させながら観察，実験などを行い，報告書を作成させたり発表を行う機会を設けたりする。また，その特質に応じて，問題を見いだす
　ための観察，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，調査，実験データの分析 ・解釈などの探究の方法を習得させるようにする。

主体的に学習に
取り組む態度

令和６年度　年間指導計画

評価方法

　生物や生物現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現し
ている。

　生物や生物現象に関する観察，実験などを行い基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理
し，自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。

評価の観点

Ａ科：生物科学科　Ｂ科：環境科学科　Ｃ科：食農科学科

単位数科目名 ３ABC

単元（題材）の評価基準

前
期
中
間

④呼吸

・確認テスト

・レポート

・授業観察

・考査

１章　生物の特徴

前
期
末

2節 遺伝情報とタンパク質の合成

１章節　生物の多様性と共通性

⑤エネルギーの流れ

後
期
中
間

後
期
末

①生態系のバランス

②人間生活による環境への影響

②生物どうしのつながり

４節　生態系のバランスと保全

①生態系

③遷移のしくみ

②植生とその変化

３節　生態系と生物の多様性

２節　体内環境の維持のしくみ

３章　ヒトのからだの調節

・確認テスト

・レポート

・授業観察

・考査２節　植生とバイオーム ①世界のバイオームとその分布

①情報の伝達

　 　

１節 体内環境 ②体液とその働き

［態］自分の体のつくりやその調整のしくみについて，疑問や関心を持つこ
とができたか。
［思］酸素解離曲線を用いて，赤血球が酸素を運ぶしくみについて考察す
ることができたか。
［知］両生類を用いて血液の有形成分のうち赤血球を観察し，ヒトの赤血
球と比較することができたか。
［知］体液について血液を中心にはたらきを理解することができたか。
［態］日常の生活の中で自律神経系がはたらいていることを意識すること
ができるようになったか。
［思］フィードバックによってホルモンの分泌量が調節されることを理解する
ことができたか。
［知］実験により，ホルモンのはたらきについて確認することができたか。
［知］交感神経と副交感神経の特徴とはたらきについて理解することがで
きたか。
［態］予防接種，花粉症，アレルギーなどについて，関心を持つことができ
るようになったか。
［思］体液性免疫と細胞性免疫について，その違いを明確にしながら説明
できたか。
［知］白血球による食作用を観察することができたか。
［知］生体防御のシステムについて整理して理解することができたか。

③内分泌系による調節

　 　

④免疫と疾患

３節　免疫

③体液の調節～腎臓と肝臓～

①体内環境と恒常性

④ゲノムと遺伝子

②自律神経による情報伝達

・確認テスト

・レポート

・授業観察

・考査

①遺伝子の本体

② 遺伝子の発現

① 遺伝子とタンパク質

②タンパク質の合成

①代謝とエネルギー

②酵素と代謝

②ＤＮＡの複製と分配

　

学
習
方
法

知識・技能

思考・判断・表現

生物の共通性と進化

　 ③細胞

①生物の多様性・共通性

３　観察，実験を通して生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する。

４　生物や生命現象の中から問題や課題を見出し，観察，実験などを通して探究する姿勢を身につける。

使用教材

理科 生物基礎

担当者

履修学年・クラス

高校　生物基礎　　（実教出版）

2

１　生物や生命現象の持つ多様性を踏まえつつ，それらに共通する生物学の基本的な概念や原理・法則を理解する。

２　遺伝子・健康・環境など日常生活や社会に関わるテーマを通して，生物や生命現象に対しての興味・関心を高める。


